
ばねばかり・張力　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（2N（重力と同じ））

おもりは止まっているので、上に引く力と重力（2N）はつり合っています。

よくあるまちがい：止まっている＝上向きと下向きの力が同じ大きさ。

問2　答え：2cm

考え方

1. 1×2＝2cm

よくあるまちがい：ばねの「のび」と「全体の長さ」を区別する。

問3　答え：6cm

考え方

1. 200÷100＝2倍

2. 3×2＝6cm

よくあるまちがい：のびは力（おもりの重さ）に比例。

問4　答え：16cm

考え方

1. のび：2×3＝6cm

2. 全体：10＋6＝16cm

よくあるまちがい：のびだけ答えない。もとの長さをたす。

問5　答え：ウ（2N（半分））

2本のばねばかりが引く力の合力が4Nなので、1本あたり2Nです。

よくあるまちがい：2本で支える＝合計が重さと同じ。

問6　答え：ア（原点を通る右上がりの直線）

ばねののびは力の大きさに比例するので、原点を通る直線になります（フックの法則）。

よくあるまちがい：比例＝原点を通る直線。

問7　答え：ウ（2倍）

直列につなぐと、どちらのばねにもおもりの重さと同じ力がかかるので、それぞれ同じだけのび、全体で

は2倍になります。

よくあるまちがい：直列＝どちらのばねにも同じ力がかかる。

問8　答え：下の例

ばねののびは加えた力の大きさに比例する。そのため、のびの長さから、つるした物体にはたらく重力の

大きさ（重さ）がわかる。

採点のポイント：ばねののびは力の大きさに比例する／のびから力（重さ）の大きさがわかる

よくあるまちがい：フックの法則（比例）を使って説明する。
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